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議会運営委員会 

 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 （ 火 ）               

午 前 ９ 時 ５ ９ 分 開  会               

 

○濵中委員長  おはようございます。 

 ただいまより議会運営委員会を開催いたします。 

 本日は、令和７年第１回尾鷲市議会定例会に係る議会運営委員会開催ということ

でお集まりいただきありがとうございます。 

 それでは、ここで市長より御挨拶をいただきます。 

○加藤市長  おはようございます。 

 本日は、令和７年第１回定例会のための議会運営委員会を開催していただきまし

て誠にありがとうございます。 

 本定例会に上程いたします議案につきましては、議案第３号、仕事と生活の両立

支援の拡充に関する事項に係る関係条例の整備に関する条例の制定についてから、

議案第３９号、固定資産評価審査委員会委員の選任についてまでの３７議案、その

うち、条例の制定議案が３件、条例の一部改正議案が１３件、条例廃止議案が２件、

及び、議案第２１号、令和７年度尾鷲市一般会計予算の議決についてから、議案第

３０号、令和６年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第４号）の議決についてまでの

予算議案が１０件、並びに、ほか認定等議案が５件、選任議案が４件であります。 

 また、人権擁護委員候補者の推薦についての諮問が２件であります。 

 これら提出議案の詳細につきましては総務課長より説明いたさせます。 

 よろしく御審査賜りますようお願い申し上げます。 

○濵中委員長  それでは議題に入ります。 

 まず、提出議案についての説明をお願いします。 

○森本総務課長  総務課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、令和７年第１回尾鷲市議会定例会への提出議案について御説明いたし

ます。 

 議案書の１ページを御覧ください。 

 議案第３号、仕事と生活の両立支援の拡充に関する事項に係る関係条例の整備に

関する条例の制定についてにつきましては、市職員の仕事と育児、介護を両立でき

るよう、柔軟な働き方を実現する措置の拡充を図るため、二つの条例を改正する整
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備条例を制定するものであります。 

 次に、４ページの議案第４号、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整理に関する条例の制定についてにつきましては、刑法等の一部を改正する法

律の施行、こちらのほうに伴い、懲役及び禁錮が廃止されまして拘禁刑が創設され

ましたことから、関係条例の整理等を行い、所要の改正を一括整理条例案について

行うものでございます。 

 次に、８ページの議案第５号、尾鷲市災害からライフラインを守る事前伐採事業

分担金徴収条例の制定についてにつきましては、県が取り組んでおりますみえ森と

緑の県民税（連携枠）事業について、本市が実施主体となり、事業者に分担金を賦

課するための分担金徴収条例を制定するものでございます。 

 次に、１０ページの議案第６号、尾鷲市個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部改正についてにつきましては、行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、引用条文の改正を行うた

め、条例の一部を改正するものであります。 

 次に、１２ページの議案第７号、尾鷲市一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部改正についてにつきましては、法律の改正により、特定任期付職員に勤勉

手当が支給されることに伴いまして、条例の一部を改正するものであります。 

 次に、１４ページの議案第８号、尾鷲市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関

する条例の一部改正についてにつきましては、市立とちのもり保育園の開園に伴い

まして、同保育園で嘱託医及び嘱託歯科医の報酬について定めるため、条例の一部

を改正するものであります。 

 次に、１６ページの議案第９号、職員の給与に関する条例の一部改正についてに

つきましては、人事院勧告に基づき、扶養手当や通勤手当などを定める法律が改正

されましたことにより、本市においても、人事院勧告を遵守するため、条例の一部

を改正するものであります。 

 次に、５４ページを御覧ください。議案第１０号、尾鷲市会計年度任用職員の給

与及び費用弁償に関する条例の一部改正についてにつきましては、人事院勧告に基

づき、給料表の見直し、期末・勤勉手当の支給割合を２.５月から３.４７５月とす

る等の条例の一部を改正するものであります。 

 次に、７８ページのほうを御覧ください。議案第１１号、地方公務員法の一部を

改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の一部改正についてにつき

ましては、法律が改正されたことにより、暫定再任用職員にも住宅手当が支給対象
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となったため、条例の一部を改正するものであります。 

 次に、８０ページの議案第１２号、尾鷲市市税条例の一部改正についてにつきま

しては、道交法の改正により、運転免許証とマイナンバーカードとの連携が開始さ

れることに伴いまして、所要の改正を行うとともに、令和８年度より、本市におけ

る軽自動車税種別割の納期限を、現在の４月３０日から５月３１日に変更するため、

条例の一部を改正するものであります。 

 次に、８２ページの議案第１３号、尾鷲市家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正についてにつきましては、栄養士法の改正が行わ

れ、栄養士資格の取得がなくとも管理栄養士の資格を取得することが可能となった

こと等の所要の改正に伴いまして、条例の一部を改正するものであります。 

 次に、８５ページの議案第１４号、尾鷲市特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についてにつきましては、保育

内容支援及び代替保育に係る連携協力に対する見直しに伴いまして、条例の一部を

改正するものであります。 

 次に、８８ページの議案第１５号、尾鷲市災害弔慰金の支給等に関する条例の一

部改正についてにつきましては、災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給に関する事

項を調査審議するための尾鷲市災害弔慰金等支給審査委員会を置くため、条例の一

部を改正するものであります。 

 次に、９０ページの議案第１６号、尾鷲市消防団条例の一部改正についてにつき

ましては、消防団に、特定の業務に従事する機能別消防団員を導入することに伴い

まして、消防団員の種類、報酬等を定める必要があるための、条例の一部を改正す

るものであります。 

 次に、９２ページの議案第１７号、尾鷲市消防団員等公務災害補償条例の一部改

正についてにつきましては、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施

行令の一部を改正するに伴いまして、非常勤消防団員等に対する損害補償に係る補

償基礎額及び補償基礎額の加算額の改定を行うため、条例の一部を改正するもので

あります。 

 次に、９４ページの議案第１８号、尾鷲市非常勤消防団員に係る退職報償金の支

給に関する条例の一部改正についてにつきましては、非常勤消防団員の処遇改善を

図るため、退職報償金の勤務年数の区分に、新たに３５年以上の区分を追加するた

め、条例の一部を改正するものであります。 

 次に、９６ページの議案第１９号、尾鷲市立幼稚園条例の廃止についてにつきま
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しては、現在閉園となっておる尾鷲市立尾鷲幼稚園を廃園とするため、条例を廃止

するものであります。 

 次に、９８ページの議案第２０号、尾鷲市宅地開発事業の基準に関する条例の廃

止についてにつきましては、本条例での宅地開発に関する諸規制が、宅地造成及び

特定盛土等規制法での規制に集約されまして、三重県での一括許可事項となること

から、条例を廃止するものであります。 

 次に、１００ページの議案第２１号、令和７年度尾鷲市一般会計予算の議決につ

いてから、１０９ページの議案第３０号、令和６年度尾鷲市水道事業会計補正予算

（第４号）の議決についてまでの議案について一括して説明いたします。 

 お手元の令和７年度当初予算主要事項説明の１ページのほうを御覧ください。 

 令和７年度当初予算につきましては、予算集計表にありますとおり、一般会計が

１２１億４,１４２万４,０００円で前年度比１３億９,２２９万１,０００円の増加

であります。また、特別会計は、国民健康保険事業会計が２１億７,０８２万１,０

００円で２,６９８万９,０００円の減少、後期高齢者医療事業会計が７億３,２５

０万３,０００円で２,０９２万３,０００円の増加であります。企業会計は、病院

事業会計が５１億４,９４２万７,０００円で３,３６８万４,０００円の増加、水道

事業会計が９億４９１万７,０００円で７,２１９万の減少となっております。 

 次に、２ページのほうを御覧ください。一般会計の歳入であります。 

 主なものとして、１款市税は前年度比８,４５６万増の１８億６,０２９万２,０

００円で、これは、前年度に個人住民税の定額減税があったことが主な要因であり

ます。 

 ２款地方譲与税から８款環境性能割交付金までは、過去の実績等を勘案して計上

したもので、それぞれ記載のとおりであります。 

 次に、９款地方特例交付金は、先ほどの個人住民税定額減税の減収補塡分５,７

９０万を減額した７００万の計上であります。 

 １０款地方交付税は１億４０万増の４３億５,９４０万で、内訳は、普通交付税

３７億１,３００万円、特別交付税６億４,６４０万であります。 

 次に、１２款分担金及び負担金は９,３６２万４,０００円減の５,５０９万７,０

００円で、主に、市営野球場解体工事に係る東紀州環境施設組合からの負担金９,

２５０万の皆減によるものであります。 

 次に、１４款国庫支出金は４億５,９２４万１,０００円増の１７億２,７５６万

で、多目的スポーツフィールド整備事業に対する社会資本整備総合交付金３億１,
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２０１万５,０００円の増加及び物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金６,８３

２万９,０００円の皆減等によるものであります。 

 １５款県支出金は９,０５５万８,０００円増の６億９,１３４万円で、参議院議

員及び三重県知事選挙に係る選挙執行委託金の増加等によるものであります。 

 １６款財産収入は２,１１９万１,０００円増の３,９６４万３,０００円で、主に

立木売払収入２,０９８万２,０００円の増加によるものであります。 

 次に、１７款寄附金は２００万増の４億２００万円で、うち、ふるさと応援寄附

金は前年度と同額の４億円を計上しております。 

 １８款繰入金は３億５,２３２万９,０００円増の１１億４,４８３万６,０００円

で、うち、財政調整基金繰入金は２億２,２４４万５,０００円増の６億６０万９,

０００円、また、国市浜公園整備等基金繰入金６,９００万円を計上しております。 

 次に、２０款諸収入は７,５４４万４,０００円増の２億１,７４４万３,０００円

で、デジタル基盤改革支援補助金７,１０７万９,０００円の増額が主な要因であり

ます。 

 ２１款市債、３億４,２６０万増の９億５,４９０万円で、多目的スポーツフィー

ルド整備事業債２億６,８５０万の増加、東紀州環境施設組合施設整備事業債１億

４,１００万の増加等によるものであります。 

 続きまして、３ページのほうを御覧ください。歳出のほうでございます。 

 款別の予算額につきましては、記載のとおりでありますので、御参照のほど、お

願いいたします。 

 次に、４ページを御覧ください。性質別歳出の一覧であります。 

 主なものとしまして、まず人件費につきましては、前年度比２億３１９万７,０

００円増の１８億８,０３６万７,０００円で、人事院勧告による給与費の増加等が

主な要因でございます。 

 次に、物件費は２億４,５１９万２,０００円増の２２億３４５万７,０００円で、

標準準拠システム設計開発業務委託料５,１８７万６,０００円の増加のほか、小中

学校１人１台端末購入費４,６４７万５,０００円の皆増等が主な要因でございます。 

 一つ飛びまして扶助費につきましては、７,１３１万７,０００円増の１８億９,

６２５万３,０００円で、制度改正に伴う児童手当４,２０９万円の増加等が主なも

のであります。 

 次に、補助費等は３億７,８４４万１,０００円増の１９億６,４０４万６,０００

円で、東紀州環境施設組合負担金１億３,８５４万５,０００円の増加及び病院事業
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会計負担金、水道事業会計負担金のそれぞれの増加等が主な要因であります。 

 次に、公債費につきましては４,２４４万２,０００円減の９億３,５５５万７,０

００円、積立金につきましては２,３０４万９,０００円増の２億８,６６９万５,０

００円であります。 

 一つ飛びまして繰出金につきましては、１,７９６万２,０００円増の１２億２,

０４２万３,０００円で、後期高齢者医療事業特別会計繰出金１,２４３万３,００

０円の増加が主なものであります。 

 次に、投資的経費、４億９,４４９万９,０００円増の１６億７,７５１万３,００

０円で、うち、補助事業費５億６,０８５万２,０００円の増額は、多目的スポーツ

フィールド整備事業５億９,６６３万円の増加が主な要因であります。 

 また、単独事業費で７,２１８万７,０００円の減額は、体育文化会館及び中央公

民館耐震・長寿命化事業に係る設計業務委託料２,９５５万の皆減、斎場火葬炉改

修関連工事費２,０９３万８,０００円の減少等が主な要因であります。 

 続きまして、５ページから１８ページまでは、一般会計の主要事項について款別

に取りまとめたものでございまして、御参照いただければと思います。 

 続きまして、１９ページのほうを御覧ください。債務負担行為であります。 

 メールシーラー保守業務委託をはじめ計４件について債務負担行為を設定するも

ので、それぞれの期間及び限度額につきましては記載のとおりであります。 

 次に、２０ページのほうを御覧ください。国民健康保険事業特別会計につきまし

ては、歳出の３款国民健康保険事業費納付金の減少見込み等により、前年度比２,

６９８万９,０００円減の２１億７,０８２万１,０００円であります。 

 ２１ページを御覧ください。後期高齢者医療事業特別会計につきましては、歳出

の２款広域連合負担金の増加等により、前年度比２,０９２万３,０００円増の７億

３,２５０万３,０００円であります。 

 次に、２２ページを御覧ください。病院事業会計であります。 

 収益的収入及び支出につきましては、収入が、医業収益の２億４,６７７万８,０

００円の減少、医業外収益６,９２３万３,０００円の増加により、前年度比１億７,

７５４万５,０００円減の４０億６,６２８万円、支出が、医業費用６,４２０万５,

０００円の増加、医業外費用６５３万円の減少により、前年度比５,７６７万５,０

００円増の４５億２,４３２万３,０００円であります。 

 また、資本的収入及び支出につきましては、収入が、企業債３５０万の増加、負

担金４,７８５万６,０００円の増加、前年度比５,１３５万６,０００円増の４億４,
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３７８万３,０００円、支出が、企業債償還金２,４８７万９,０００円の減少等に

より、２,３９９万１,０００円減の６億２,５１０万４,０００円であります。 

 債務負担行為につきましては、学資貸与金などの計２件で、期間、限度額は記載

のとおりとなっております。 

 次に、２３ページのほうを御覧ください。水道事業会計であります。 

 まず、収益的収入及び支出につきましては、収入が、営業収益５,０５３万１,０

００円の減少、営業外収益３,６８６万３,０００円の増加により、前年度比１,３

６６万８,０００円減の５億７,７１７万５,０００円、支出が、営業外費用３５２

万３,０００円の減少等により、前年度比２５７万１,０００円減の５億１,６９０

万９,０００円であります。 

 また、資本的収入及び支出につきましては、収入が、負担金４,７９９万１,００

０円の減少、企業債１,２８０万円の減少、前年度比６,０７９万１,０００円減の

６,３８４万５,０００円、支出が、建設改良費５,８９３万８,０００円の減少等に

より、前年度比５,８５２万２,０００円減の３億２,７７４万２,０００円でござい

ます。 

 当初予算については以上でございます。 

 続きまして、令和６年度の補正予算について説明させていただきます。 

 補正予算（第１１号）の主要事項説明の１ページのほうを御覧ください。 

 今回の補正につきましては、予算集計表にありますとおり、一般会計が歳入歳出

それぞれ１億３,１１６万１,０００円の増額、特別会計では、国民健康保険事業会

計が３,５３４万１,０００円、後期高齢者医療事業会計が１,８２８万９,０００円、

それぞれの増額であります。企業会計の病院事業会計では、歳入が２億６,２２３

万３,０００円、歳出が２,９８９万７,０００円それぞれの減額、水道事業会計で

は、歳入が８８２万５,０００円、歳出が１,１７０万９,０００円の、それぞれ減

額であります。 

 ２ページを御覧ください。一般会計補正予算の歳入であります。 

 主なものといたしまして、１款市税８,６２２万９,０００円の増額は、市民税、

固定資産税等の調定額が当初見込みを上回ったことによるものであります。 

 次に、２款地方譲与税６７４万の増額は、森林環境譲与税の増額によるものであ

ります。 

 次に、１０款地方交付税１億２,５９６万４,０００円の増額は、普通交付税の追

加交付によるものであります。 
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 次に、１２款分担金及び負担金２,１９８万７,０００円の減額は、市営野球場解

体工事負担金１,８５２万７,０００円の減額が主なものであります。 

 次に、１４款国庫支出金７,９００万５,０００円の減額は、定額減税補足給付金

の確定による物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金７,１９７万６,０００円の

減額のほか、各補助対象事業費の精算見込み等によるものであります。 

 １５款県支出金９２７万５,０００円の減額は、衆議院議員選挙執行委託金８７

２万３,０００円の減額のほか、各補助対象事業費の精算見込み等に伴うものでご

ざいます。 

 次に、１７款寄附金１,４３０万円の増額は、地方創生応援寄附金として御寄附

いただいたものでございます。 

 次に、１８款繰入金１,８２３万６,０００円の増額は、後期高齢者医療事業会計

から前年度精算金２,３５５万２,０００円の繰入れ等によるものであります。 

 次に、２０款諸収入１,６０８万９,０００円の減額は、デジタル基盤改革支援補

助金２,５６５万３,０００円の減額、立木伐採補償料１,７７４万７,０００円の増

額等によるものであります。 

 次に、２１款市債６００万円の増額は、東紀州広域ごみ処理施設整備事業債１,

４５０万の増額のほか、過疎債ハード分の分配額の増加及び起債対象事業費の変更

に伴うものであります。 

 続きまして、３ページのほうを御覧ください。歳出であります。 

 款別の補正額につきましては記載のとおりであります。このうち主なものといた

しまして、４ページの歳出明細書で御説明いたします。内容につきましては、事業

費の精算による減額が大半でございますので、それ以外のものを中心に説明させて

いただきます。 

 総務費のうち、中ほどにあります財産管理費の基金積立金は、今回の補正に伴う

財政調整基金積立金３億５,４４０万円及び普通交付税の追加交付に伴う減債基金

積立金３,２２８万６,０００円、ゼロカーボンシティ推進基金積立金１,４００万

の、それぞれの増額が主なものでございます。 

 次に、下段になりますが、民生費の社会福祉総務費のうち、国民健康保険事業特

別会計繰出金は、保険基盤安定繰出金等の額の確定により、１,２５１万３,０００

円の増額であります。 

 ５ページを御覧ください。 

 二重丸の三つ目、老人福祉費のうち、地域介護・福祉空間整備等施設整備補助金
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の６７１万８,０００円の増額は、市内事業者が実施する非常用自家発電設備整備

事業に対する国からの交付金を、同額を補助金として交付するものであります。 

 また、その三つ下にございます児童措置費の保育所等運営費４,１７４万７,００

０円の増額は、国の公定価格の増額によるものでございます。 

 次に、６ページのほうを御覧ください。 

 衛生費の一番下にあります病院事業会計負担金２０９万２,０００円の増額は、

特別交付税に算入されている周産期医療に要する経費が人事院勧告の影響により増

額したものでございます。 

 次の農林水産業費から７ページの教育費までは、事業費の精算に伴う減額が主な

ものでございます。 

 続きまして、８ページのほうを御覧ください。 

 繰越明許費であります。追加につきましては、地域介護・福祉空間整備等施設整

備事業から多目的スポーツフィールド整備事業までの６件で、それぞれ年度内での

事業実施が困難であるため、翌年度への繰越しをするものでございます。 

 また、変更１件につきましては、津波避難タワー整備事業で、繰越額を１２３万

増額の２,２０１万円とするものであります。 

 次に、債務負担行為補正につきましては、公用車借上料など変更９件で、入札等

による額の確定に伴いまして、記載のとおり、それぞれ限度額を変更するものであ

ります。 

 次に、９ページのほうを御覧ください。国民健康保険事業特別会計補正予算（第

４号）であります。 

 歳入歳出それぞれ３,５３４万１,０００円を増額するもので、歳入の主なものは、

１款国民健康保険税２,１０８万６,０００円の増額、４款繰入金は一般会計から繰

入金１,２５１万３,０００円の増額であります。歳出につきましては、６款基金積

立金３,６１３万４,０００円の増額が主なものであります。 

 １０ページを御覧ください。後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）で

あります。 

 歳入歳出それぞれ１,８２８万９,０００円を増額するもので、歳入の主なものは、

２款繰入金が一般会計からの繰入金４４６万３,０００円の減額、また、４款諸収

入につきましては、後期高齢者医療広域連合からの前年度精算金２,３５５万２,０

００円の増額であります。歳出につきましては、２款広域連合負担金５２６万３,

０００円の減額、及び、３款諸支出金は、一般会計への繰出金２,３５５万２,００
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０円の増額であります。 

 次に、１１ページを御覧ください。病院事業会計補正予算（第４号）であります。 

 まず、収益的収入及び支出の収入は、入院患者数の減少等による医業収益２億５,

４０５万４,０００円の減額等により、計２億４,９８３万３,０００円の減額、支

出は、医業費用１,７５０万７,０００円の減額等により、計１,７３９万の減額で

あります。 

 また、資本的収入及び支出の収入は、企業債が１,２４０万円の減額、支出は、

入札による医療機器購入費の減額等によりまして、建設改良費１,２５０万７,００

０円の減額であります。 

 次に、１２ページを御覧ください。水道事業会計補正予算（第４号）であります。 

 まず、収益的収入及び支出の収入では、営業収益１０３万３,０００円の増額及

び営業外収益６５万２,０００円の減額で計３８万１,０００円の増額、支出につき

ましては、営業費用２６８万２,０００円の減額、営業外費用は消費税納付額の増

額等により１１６万９,０００円の増額で、計１５１万３,０００円の減額でありま

す。 

 また、資本的収入及び支出の収入は、負担金３９０万６,０００円、企業債５３

０万の、それぞれの減額によりまして、計９２０万６,０００円の減額、支出につ

きましては、建設改良費が１,０１９万６,０００円の減額であります。 

 予算関連議案の説明は以上であります。 

 次に、議案書に戻りまして１１０ページのほうを御覧ください。 

 議案第３１号、第３期尾鷲市子ども・子育て支援事業計画・母子保健計画につい

てにつきましては、新たに令和７年度から１１年度までの５か年を計画期間として

策定したいので、尾鷲市議会基本条例第９条第３号の規定により議会の議決を求め

るものであります。 

 次に、１１１ページ、１１２ページを御覧ください。議案第３２号、尾鷲市コミ

ュニティバスの指定管理者の指定についてと、議案第３３号、尾鷲市地域資源活用

総合交流施設の指定管理者の指定についてにつきましては、公の施設管理の指定管

理を行うに当たり、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求

めるものであります。 

 次に、１１３ページを御覧ください。議案第３４号、尾鷲市道路線の認定につい

てにつきましては、宅地開発に伴い設置された道路の１路線を新たに市が市道路線

として認定を行うに当たり、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める
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ものであります。 

 次に、１１５ページを御覧ください。議案第３５号、尾鷲市道路線の変更につい

てにつきましては、道路台帳更新業務における変更が２件と、道路用地の寄附に伴

う変更が１件、それぞれ市道路線の起点または終点を変更いたしたく、道路法第１

０条第２項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 次に、１１９ページを御覧ください。議案第３６号、尾鷲市公平委員会委員の選

任についてにつきましては、本市の公平委員会委員は３人の委員で構成されており、

そのうち中島博子氏が本年３月３１日に任期満了となりますので、引き続き委員と

して再任いたしたく、地方公務員法第９条の２第２項の規定により議会の同意を求

めるものであります。 

 次に、１２１ページを御覧ください。 

 議案第３７号から議案第３９号までの固定資産評価審査委員会委員の選任につい

てにつきましては、委員の任期が本年３月３０日をもって任期満了となりますが、

現委員であります植松顯哉氏、北村綾子氏、丸林克彦氏を引き続き委員として再任

いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものであ

ります。 

 次に、１２７ページを御覧ください。 

 諮問第１号及び諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦についてにつきましては、

本市の人権擁護委員は７人の委員で構成されており、そのうち村島正記氏と貝川淳

子氏が本年６月３０日に任期満了となることから、新たに大川太氏を人権擁護委員

に推薦するとともに、貝川淳子氏を引き続き人権擁護委員に推薦するものであり、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるものであります。 

 以上をもちまして提出議案の説明とさせていただきます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○濵中委員長  ありがとうございます。 

 説明は以上のとおりであります。 

 ただいまの説明に対し質疑等ございましたら御発言をお願いします。よろしいで

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中委員長  では、次に、発議について事務局に説明いたさせます。 

○高芝議会事務局長  それでは、発議第１号、尾鷲市議会の個人情報の保護に関

する条例の一部改正について説明させていただきます。 
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 令和５年第１回定例会におきまして、個人情報保護法改正に伴う議会独自の個人

情報保護に関する条例及び同条例の施行規程を制定していただいておりますが、今

回の改正につきましては、第２１３回国会において成立した情報通信技術の活用に

よる行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を

図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴い、行政手

続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律が改正され、同

条第２条に新たに第８項が新設されたことにより、関係法令の条項にずれが生じた

ことから、所要の条文整備などを行うものでございます。 

 なお、ただいま通知いたしました改正条例の新旧対照表につきましては、説明の

ほうは割愛させていただきますが、後ほど御確認いただきたいと思います。 

 次に、本発議の定例会における取扱いにつきましては、定例会最終日の３月１８

日に上程し、提案説明の後、質疑、委員会付託、討論を省略の上、採決を行ってい

ただくという取扱いを予定させていただいております。 

 なお、事前に議長に御相談申し上げた結果、今回の発議につきましては、提出者

のほうを議会運営委員会濵中委員長さんに、賛成者を、議長、濵中委員長を除く全

議員さんにお願いする形を予定しております。 

 次に、議決を要しないため議場での取扱いはございませんが、ただいま通知させ

ていただきましたとおり、尾鷲市議会の個人情報の保護に関する条例施行規程につ

きましても、健康保険証や運転免許証のマイナンバーカードとの一体化に伴う関係

施行令及び施行規則の改正に対応する形で所要の規程の整備を予定しておりますの

で、御意見、御質問などがございます場合は議会事務局のほうへお問い合わせいた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 

 発議第１号に係る説明は以上でございます。 

○濵中委員長  説明は以上です。よろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中委員長  では、次に、請願について事務局に説明いたさせます。 

○高芝議会事務局長  それでは、請願について説明させていただきます。 

 ただいま通知させていただきました請願文書表（案）及び請願書写しのとおり、

「再審法改正を求める意見書」採択に関する請願でございます。 

 請願者は、三重県津市丸之内養正町１番１号、三重弁護士会会長長谷部拓哉氏、

紹介議員は中村レイ議員でございます。 

 請願の要旨につきましては、冤罪被害者を一刻も早く救済するために、刑事訴訟
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法の再審規定、いわゆる再審法が改正されるよう、国の関係機関へ意見書提出を求

めるものでございます。 

 なお、この請願の取扱いにつきましては、本定例会２日目である３月３日に上程

し、その後、所管の行政常任委員会に付託し、委員会において、請願の趣旨説明、

質疑などを行っていただく予定としております。 

 説明は以上でございます。 

○濵中委員長  請願については以上です。よろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中委員長  では、次に、議員派遣について事務局に説明いたさせます。 

○高芝議会事務局長  それでは、引き続き議員派遣について説明させていただき

ます。 

 まず一つ目は、本年４月１７日に愛知県豊田市において開催予定の第１０８回東

海市議会議長会定期総会、二つ目は、５月１日に鳥羽市において開催予定の第１７

０回三重県市議会議長会定期総会に係るもので、いずれも議長と共に小川公明副議

長が出席することから、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６６条の

規定により議決をいただくものでございます。 

 なお、この議員派遣につきましては、本定例会最終日に議決いただく予定とさせ

ていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○濵中委員長  議員派遣について、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中委員長  それでは、次に、事項書５の会期及び議事日程（案）と、事項書

６から８の各発言通告書の提出期限につきまして、事務局に一括して説明いたさせ

ます。 

○高芝議会事務局長  それでは、会期及び議事日程（案）について説明させてい

ただきます。 

 会期は、２月２５日火曜日から３月１８日火曜日までの２２日間の予定でござい

ます。 

 ２月２５日午前１０時に本会議を開会いたしまして、会議録署名議員の指名、会

期決定の後、議案上程、提案説明（審議留保）、これは、先ほど執行部より説明が

ございました議案第３号、仕事と生活の両立支援の拡充に関する事項に係る関係条

例の整備に関する条例の制定についてから、議案第３５号、尾鷲市道路線の認定に



－１４－ 

ついてまでの３３議案についてでございます。 

 次に、議案上程、提案説明、質疑、討論、採決、これは、議案第３６号、尾鷲市

公平委員会委員の選任についてから、議案第３９号、固定資産評価審査委員会委員

の選任についてまでの人事案件４議案についてでございます。 

 次に、提案説明、質疑、討論、採決、これは、諮問第１号及び諮問第２号の人権

擁護委員候補者の推薦についての人事案件２件についてでございます。 

 次に、３日月曜日午前１０時より本会議開会、審議の内容といたしましては、定

例会初日に提案説明され審議留保となっております議案第３号から議案第３５号ま

での３３議案に対する質疑を行っていただき、委員会付託の後、一般質問に入って

いただきます。 

 ６日木曜日から１４日金曜日まで、土日を除きましてそれぞれ午前１０時より、

行政常任委員会を開催していただきます。 

 １７日月曜日は予備日とし、１８日火曜日午前１０時より本会議を再開していた

だきまして、付託議案の委員会における審査結果等の委員長報告、委員長報告に対

する質疑、討論、採決などを行い閉会となる予定でございます。 

 それでは、次に、各発言通告書の提出期限につきましては、まず、一般質問発言

通告書提出期限につきましては２月２６日水曜日の午前１１時、次に、議案質疑発

言通告書提出期限は、議案第３６号から第３９号、諮問第１号及び第２号につきま

しては２月２１日の金曜日午前１１時、その他の議案につきましては２月２６日水

曜日の午前１１時とさせていただいております。 

 次に、討論発言通告書提出期限、こちらにつきましては、議案第３６号から第３

９号、諮問第１号及び第２号につきましては２月２１日金曜日の午前１１時、その

他の議案につきましては３月１７日月曜日の午前１１時とさせていただいておりま

す。 

 なお、ただいま議案付託表（案）のほうを通知させていただきましたので、御確

認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○濵中委員長  ただいまの説明、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中委員長  それでは、次に議長から御発言いただきます。 

○南議長  今回、７年度の、新年度の当初予算ということで、ここ数年前から市

民憲章を５分前に、９時５５分から開催させていただいております。よって、今回
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は、岩澤議員さんに御唱和の音頭を取っていただくということで確認を取っており

ますので、５分前には必ず議場のほうへお入りしていただきますよう、２５日、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○濵中委員長  本会議初日のことについての説明は以上です。よろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○濵中委員長  それでは、これで議会運営委員会を閉じます。 

（午前１０時４５分 閉会） 

 


